
 

 
 

 
県立西湘高等学校  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①論理的な思考力を養

い、主体的・対話的

で深い学びを実現す

る指導をする。 

 

②教育課程の実施状況

を評価し、その改善

を図る。 

 

③プログラミング教育

を通して論理的に考

え、自ら課題解決で

きる力を育成する。 

①知識や技能の資質向上

に繋がるＩＣＴ機器等

を効果的に活用した学

習活動を推進する。 

 

③「物事を論理的に考え

る」ことに重点を置

き、生徒の能力を育成

する。 

①指導と評価の一体化、お

よびＩＣＴ機器の利活用

を目指した職員研修を計

画し推進していく。 

 

③情報機器を利活用しなが

ら各教科の授業の中にプ

ログラミング教育の要素

を取り入れる。 

①教科目標を踏まえて、Ｉ

ＣＴ機器を適切に活用

し、生徒による授業評価

の項目６・９が昨年を上

回ることができたか。 

③「生徒による授業評価」

のうち「授業で得た知識

をもとに、自分の考えを

まとめたり、課題の解決

方法を考えたりすること

ができた」の肯定的な回

答の割合が昨年度を超え

たか。 

① 項目６及び９

は昨年同様 3.2 と昨年

度と比較して増減は見

られなかったものの、

ＩＣＴを活用した校内

外での個別最適な学習

の充実化を図ることが

できた。 

 

③｢生徒による授業評価｣

の左記の項目の肯定的

な割合が、昨年度 87%

から今年度 89%と向上

した。 

①今後も数値の向上を

目指し、さらなる個

別学習の最適な在り

方を再検討する。 

 

 

 

 

③プログラミング教育

を意識した授業づく

りを、研究授業等を

とおして各教科間で

さらに共有していく

必要がある。 

①ＩＣＴ機器を活用した

授業改善や不登校対応

の取組は評価できる。

今後は教科間での実践

共有を深めながら、取

組の一層の充実を図る

必要がある。 

③様々な取組を実践して

いる点は評価できる。

その一方で、先進校視

察等で得たことをどの

ように活かすかが課題

である。 

①数値に表れないが

取組については、

一定程度の評価が

できる。今後は現

状を把握して、よ

り一層の充実が必

要である。 

③数値目標を上回っ

た点について評価

できる。今後は、

これまでの取組を

どのように活かし

ていくかが課題で

ある。 

①不登校生徒の対

応について、校

内体制について

再検討する。 

 

 

 

③数値目標達成の

要因を分析し、

新たな改善策を

検討し成果の最

大化を図る。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒情報の全職員で

の共有化を、教育相

談コーディネーター

を中心としてはか

り、教育相談体制を

充実させる。 

 

 

 

②学業との両立に留意

し、部活動の適切な

運営に努める。 

①生徒情報を全職員で共

有し、担当学年以外の

生徒に対しても適切な

対応ができるようにす

る。 

 

 

 

 

②生徒とのコミュニケー

ションを活性化させ、

生徒一人ひとりに配慮

した指導・支援に努め

る。 

 各部活動の顧問間での

情報共有を徹底し、部

ごとに活動の偏りが出

ないよう留意する。 

①生徒情報の共有化の   

ために、生徒情報交換会

を年に３回、職員会議と

は別に設定し、時間を確

保して開催する。 

 

 

 

 

②「部活動指導ガイドライ

ン」に基づく適切な部活

動運営を徹底し、生徒が

明確な目的意識を持って

取り組める環境を作る。 

部活動と学業の両立に関

する調査を実施し、各顧

問で共有することで部活

動と学業のバランスを図

る。 

①生徒情報交換会が定期的

に開催されたか。臨時のケ

ース会議等が適切に開催さ

れたか。 

 

 

 

 

 

②部活動総点検のアンケー

ト調査で「目標や練習の

目的を意識して、活動し

ている」「部活動と勉強

の両立」「部活動の状況

に満足」それぞれの項目

の結果が８割を超えた

か。 

 

 

①全職員による生徒情報

交換会を５、７、12月

の年３回を開催し、生

徒の対応について共有

をすることができた。

また、職員会議とは別

日に設定したことによ

り時間を確保すること

ができた。 

②アンケート調査で「目

標や練習の目的を意識

して活動している」が

90％、「部活動の状況

に満足」が 86％と目標

の８割を超えたが、

「部活動と勉強の両

立」は 74％で未達とな

った。 

①生徒情報交換会の情

報が多岐にわたり、

教員の情報の整理が

難しくなっている。

情報を精査するため

の方法を模索してい

きたい。 

 

 

②部活動と勉強の両立

に不安を抱えている

生徒が３割弱いる中

で、各部によって意

識の偏りも出てい

る。学校全体の課題

として受け止め、年

間休養日の設定との

バランスも考えなが

ら、部活動運営を計

画していきたい。 

①生徒の情報交換会を定

期的に開催して情報共

有することは評価でき

る。一方で、情報が多

岐に渡り、情報の整理

が困難になるので、課

題設定法工夫や情報の

精査方法を検討する必

要がある。 

②満足している状況に一

定の評価ができる。そ

の一方で、学業との両

立に不安を感じている

生徒も見られるので、

今後は休養日の設定や

バランスに配慮しなが

ら運営の改善が必要で

ある。 

①生徒の情報交換の

ために時間を確保

し情報共有するこ

とは評価できる。

一方で、情報の整

理のために、情報

の精査方法を検討

する必要がある。 

②満足している状況

に一定の評価がで

きる。その一方

で、学業との両立

に不安を感じてい

る生徒も見られる

ので、今後は休養

日の設定やバラン

スに配慮しながら

運営の改善が必要

である。(再掲） 

①オンラインツー

ル（スプレッド

シートや情報共

有プラットフォ

ームなど）の活

用を検討する。 

 

 

②生徒の状況を鑑

みて、年間休養

日の設定とのバ

ランスも考えな

がら、部活動運

営を計画する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月19日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

①生徒が主体的に進路

を開拓できるような

仕掛けをし、変化の

早い社会に柔軟に対

応できるような能力

を育む。 

 

②生徒自ら進路につい

て考えるための情報

を、教員が生徒より

先回りして支援でき

るような、進路に関

する教員のスキルア

ップをめざす。 

①生徒が自主的に学 習

に取り組むようにする

ためのキャリア教育に

関する講演会や、コン

テンツの有効利用を促

すための手立てをこう

ずる。 

②年内入試や、総合型選

抜に関する情報を職員

で共有し、生徒に発信

できるようにする。 

①通常の授業を重視つつ、

生徒の学習に対するコン

テンツの利用実践例や利

用方法を提示し個々の能

力・意欲に応じて主体的

に学習に取り組めるよう

にする。 

②大学で拡大しつつある総

合型入試に関する情報を

収集し、必要に応じて説

明会を実施し職員間での

共通理解を図り、生徒に

還元する。 

①生徒の学習に関するコン

テンツ利用頻度が上がっ

たか。 

 

 

 

 

②多様な入試制度に対する

生徒・保護者の理解度を

あげて、３学年の三者面

談の時には、個々の進路

計画を立てることができ

たか。 

①1 学年は最初の到達度

テストで、正答率が例

年に比べてかなり低

く、課題配信・追試等

をおこなって、コンテ

ンツの利用率が他の学

年より、爆発的にあが

り、成績にも反映され

た。 

②保護者対象の進路講演

会を年に２回おこな

い、多様な入試方式に

対する生徒・保護者の

理解度アップにつなが

り、個々の進路計画の

考察に役立った。 

①全学年にわたって、

今年度の１年生にお

こなったレベルの課

題配信・模試振り返

りをおこなう。 

 

②来年度も引き続き多

様な入試形態への生

徒・保護者の理解を

深める講演会等を実

施し、進路計画を早

期に、かつ綿密に考

えていけるようにす

る。さらに、増加傾

向にある総合型試験

の対策を練る。 

① １学年で利用

率や成績向上が見られ

た点について評価でき

る。今後は振り返りを

含めた活用促進にいか

に効率よく取り組んで

いくかが課題である。 

②多様化する入試制度に

対応するために保護者

の理解を深める支援を

している点は評価でき

る。今後は実績等を考

慮しながら、より実践

的な進路支援の充実が

必要である。 

①成績の向上等が見

られる点について

評価できる。今後

は振り返りを含め

た活用促進にいか

に効率よく取り組

んでいくかが課題

である。 

②保護者の理解を深

めるために支援し

ている点は評価で

きる。今後は実績

等を考慮しなが

ら、より実践的な

進路支援の充実が

必要である。 

①振り返りの結果

から得られる改

善点に基づき、

次の具体的な行

動計画を立て、

効率化を図る。 

 

 

②過去の実績等を

踏まえ、生徒及

び保護者に対す

る支援内容を再

検討する。 

４ 地域等との協働 

①様々な場面で地域及

び外部機関と連携し

た教育活動を展開

し、生徒の学びを深

める。 

 

②防災意識を高める機

会を提供し、地域に

信頼される学校作り

を推進し、地域に貢

献する。 

①PTA と協力して講演会

などを開催し、生徒及

び保護者に情報を提供

する。 

 

 

②地域や関係機関と連携

し防災教育を行う。 

 

①保護者や生徒のニーズを

踏まえ、講義内容や講師

を決定する。 

 

 

 

②防災訓練を２回設定し、

地域住民の参加を促す。 

①内容理解に関するアンケ

ートを行い、おおむね肯

定的な回答を得ることが

できたか。 

 

 

②防災訓練を２回実施する

ことができたか。また実

践的な内容になっていた

か。 

①PTA 県西地区幹事校と

して他校の教育活動の

発表や教育講演会を含

む大会を企画・運営

し、概ね好評だった。 

 

②予定通り防災訓練を２

回実施した。防災委員

による避難経路の説

明、避難知識クイズ等

も取り入れ実践的な内

容を心がけた。 

①生徒がより充実した

学校生活を送るため

に、保護者や生徒が

参加できる取り組み

を検討する。 

 

②２回の防災訓練の実

施時期が年度の後期

になっている現状を

見直し、年間計画の

中でできるだけバラ

ンスよく配置する。 

 

① 他校の PTA と

連携して取り組んでい

る点は評価できる。一

方で、PTA への加入を

望まない保護者に対し

ていかに理解を得てい

くかが課題である。 

②実践的な取組は評価で

きる。一方で、危機管

理意識をいかに継続し

ていくかが課題であ

る。 

①他校との連携につ

いて評価できる。

保護者に対して PTA

活動をいかに理解

してもらうかが課

題である。 

②実践的な取組は評

価できる。一方

で、危機管理意識

をいかに継続して

いくかが課題であ

る。（再掲） 

①保護者に対して

活動内容をさら

に分かりやすく

伝えるとともに

PTA 組織の再編成

を行う。 

②地域住民には緊

急時の対応を再確

認する。生徒には

日常生活で、リス

クを常に意識させ

る取組を展開す

る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教職員の働き方改革

を推進し、会議の効

率化をはかる。 

②業務についてはダブ

ルチェックを行い、

不祥事防止に努め

る。 

②業務についてはダブル

チェックを行い、不祥

事防止に努める。 

②成績処理、進路業務、入

学者選抜等において、作

業内容を全職員で確認す

るとともに、ダブルチェ

ックを徹底して事故防止

に努める。 

 

②マニュアルについて情報

共有をおこなうとともに

ダブルチェックを徹底し

て、事故を未然に防ぐこ

とができたか。 

 

②成績処理、進路関係業

業務及び入学者選抜等

において、マニュアル

の情報共有とダブルチ

ェックを徹底して、事

故を未然に防ぐことが

できた。 

②今年度は事故を未然

に防ぐとことができ

たが、気の緩みが事

故につながるので、

常に緊張感をもって

業務に臨むことが必

要である。 

②不祥事を未然に防いだ

点は評価できる。しか

し、気の緩みが重大事

故につながるケースも

あるので、引き続き緊

張感をもって業務にあ

たる必要がある。 

②不祥事を未然に防

いだ点は評価でき

る。しかし、気の

緩みが重大事故に

つながるケースも

あるので、引き続

き緊張感をもって

業務にあたる必要

がある。（再掲） 

②これまで以上に

継続して、共通

認識や報・連・

相を徹底してい

く。 



 

 


